
企
部
古
蹴
志
巻
十
四

四
年
士
幌
に
、
宮
崎
誠
人
組
等
の
御
歩
衆
と
い
一
ふ
を
記
載
し
、
此
の

外
御
歩
母
衣
衆
と
て
三
十
六
名
を
載
せ
た
り
。
古
定
書
に
左
の
定
寄

を
記
載
す
。御

按
出
入
之
御
定

一
、
御
一
門
家
小
姓
二
人
ざ
う
り
取
二
人
挟
箱
一
人

但
朔
日
・
節
伺
・
十
五
日
に
者
、
小
姓
一
人
・
ざ
う
り
取
一
人
・
は

さ
み
箱
持
一
人
宛
。

右
筆
一
人

一
、
御
城
代
衆
小
姓
二
人

年

寄

衆

ざ

う

り

取

一

人

但
朔
日
・
節
伺
・
十
五
日
、
右
同
前
。

一
、
人
将
衆
小
姓
-
人
ざ
う
り
取
一
人

但
朔
日
・
節
句
・
十
五
日
に
は
、
小
姓
一
人
・
ざ
う
り
取
一
人
宛
。

て
御
は
た
し
衆
小
姓
一
人
ぎ
う
り
取
二
人
、
は
さ
み
箱
共
に

小
品
川
一
姓
衆

夜

諒

衆

常

番

衆

飢

舞

衆

但
朔
日
・
節
伺
・
十
五
日
に
は
、
ざ
う
り
取
一
人
宛
。

は
さ
み
箱
持
一
人

は
さ
み
箱
一
人

六
組
歩
士
の
濫
鰯
に
て
、
園
事
昌
披
問
答
に
は
、
六
組
徒
組
は
高
治

二
年
に
新
舎
に
被
a
召
抱
一
切
米
五
十
俵
宛
被
'
下
。
と
載
せ
た
り
。
湯

混
抵
腐
の
藩
園
官
職
遇
考
に
、
高
治
二
年
に
改
め
て
歩
士
を
召
抱
え

ら
れ
し
時
、
共
の
頭
は
人
持
組
に
て
、
御
歩
支
配
と
稀
す
。
寛
文
元

年
松
雲
公
入
国
の
頃
は
、
中
川
釆
女
等
三
人
共
支
配
頭
た
り
。
延
貸

元
年
よ
り
支
配
頭
六
人
と
成
り
、
御
歩
裁
許
と
稽
し
、
六
人
打
込
み

て
支
配
せ
し
島
、
同
五
年
三
月
廿
一
日
番
組
極
り
、
六
組
と
成
し
、

一
組
三
十
人
・
小
頭
二
人
、
平
五
十
俵
宛
、
小
頭
は
定
線
百
石
と
定
め

ら
る
。
設
時
裁
許
の
名
を
罷
め
、
御
歩
頭
と
唱
競
改
り
、
鹿
列
も
定

め
ら
る
。
と

E
細
に
載
せ
た
り
。
松
雲
公
夜
話
録
に
‘
御
歩
者
も
御

馬
前
に
.
供
奉
設
す
に
付
き
‘
頭
も
大
方
歩
立
に
無
'
之
て
は
難
v
成
事

訟
り
。
御
先
代
は
人
持
組
の
内
よ
り
賞
分
支
配
せ
し
を
、
松
窓
公
の

若
年
の
頃
御
歩
頭
被
a
仰
付
刊
日
英
節
御
歩
者
は
足
額
よ
り
霊
く
候
問
、

物
頭
の
上
に
て
可
v
有
v
之
皆
、
年
寄
中
た
ど
不
余
議
に
て
只
今
の
如

〈
成
り
た
り
。
一
向
か
や
う
に
て
は
無
v
之
、
物
頭
は
足
軽
召
連
れ
、
御

先
に
相
備
ふ
る
一
手
の
大
将
ゆ
ゑ
、
往
古
よ
り
足
都
大
将
と
も
い
へ

り
。
然
れ
ば
歩
頭
よ
り
は
格
別
霊
き
事
た
り
。
折
も
あ
ら
ば
御
改
可
v

被
b

遊
旨
度
々
一
御
意
有
v
之
。
と
綱
紀
卿
の
御
物
語
を
蛾
せ
た
り
。
此

金
滞
古
蹟
志
巻
十
四

-‘-

J、

小
姓
一
人

ざ
う
り
取
一
人

ーーーー

一
、
錦
地
頭
衆

馬

廻

衆

小

姓

衆

与
は
づ
れ
衆

但
朔
日
・
節
伺
・
十
五
日
右
同
断
。

一
、
歩
侍
之
分
ぎ
う
り
取
一
人

右
御
定
之
外
人
数
召
連
候
付
而
者
、
骨
柿
昌
過
銭
一
一
御
一
門
衆
・
御
城
代

衆
・
年
寄
衆
・
人
持
衆
之
分
者
二
百
疋
宛
‘
此
外
之
衆
は
五
十
疋
宛
可
v

出
v
之
者
也
。

寛
永
七
年
七
月

日

横

山

山

城

守

本

多

安

易

守

右
定
書
供
人
召
遠
方
の
次
第
を
以

τ、
醤
藩
中
諸
士
の
身
分
・
組
柄

の
階
級
等
知
ら
れ
け
り
。
管
家
見
聞
集
に
、
高
治
二
年
新
規
に
御
歩

を
被
昌
召
抱
一
給
米
廿
五
石
宛
也
。
共
頭
前
回
杢
之
助
・
宮
間
治
部
左
衛

門
、
小
頭
上
原
勘
兵
衛
・
蜂
屋
孫
右
街
門
・
堕
江
牟
左
衛
門
・
岡
田
十

郎
兵
衛
・
城
戸
七
た
衛
門
也
。
只
今
迄
之
歩
小
頭
は
定
番
歩
小
頭
と

成
り
、
平
歩
は
定
番
歩
と
成
り
、
定
番
歩
は
歩
役
被
a
指
除
一
御
城
中

之
番
を
勤
む
。
共
作
法
定
番
馬
廻
の
格
之
如
し
。
と
あ
り
。
是
所
絹

の
外
歩
出
鳴
を
徒
者
と
容
認
む
る
は
よ
か
ら
ざ
る
よ
し
、
毎
度
御
意

有
v
之
。
と
の
事
も
載
せ
た
り
。
歩
士
の
事
は
、
既
に
前
傘
油
車
御
歩

町
の
僚
に
も
記
載
す
。
併
考
す
ぺ
し
。

。
杉

浦

町

此
の
町
は
、
水
溜
御
歩
町
の
上
に
て
.
新
竪
町
の
裏
町
た
り
。
元
秘

六
年
の
士
幌
に
、
新
竪
町
・
杉
浦
町
。
と
も
あ
り
て
、
元
秘
以
前
よ
り
の

町
名
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
延
貨
の
金
棒
国
民
、
此
の
地
建
を
ぽ
都

て
杉
浦
仁
右
衛
門
預
り
足
額
と
記
載
す
。
さ
れ
ば
そ
の
か
み
杉
浦
氏

の
預
り
足
経
の
組
地
怠
る
に
依
り
て
、
杉
浦
町
と
は
呼
ぺ
る
も
の
た

り
。
高
治
二
年
十
一
月
居
屋
敷
定
書
に
、
奥
カ
侍
並
足
騒
・
御
弓
之
者

b
被
v
下
屋
敷
、
寄
親
・
組
頭
h
打
渡
し
、
頭
よ
り
共
組
中
へ
致
昌
割
符
-

可
=
相
渡
吋
と
あ
り
。
此
の
定
書
に
て
見
れ
ば
、
此
の
組
地
も
杉
浦
仁

右
衛
門
の
時
初
め
て
組
地
を
筒
取
り
、
組
子
の
者
共
へ
割
符
い
た
し

渡
し
た
る
に
よ
り
、
共
の
時
よ
り
組
頭
の
首
字
を
以

τ、
杉
浦
町
と

は
呼
び
た
る
も
の
也
。
或
は
一
宮
ふ
。
小
立
野
安
藤
町
と
此
の
杉
浦
町

と
は
、
並
に
経
卒
の
組
地
に
て
、
雨
町
共
に
組
頭
の
首
名
を
以
て
町

名
に
呼
ぺ
り
。
停
訟
に
、
安
藤
町
は
足
騒
頭
安
藤
長
左
衛
門
の
邸
地

怠
り
と
い
へ
れ
ど
、
長
左
衛
門
が
組
子
の
組
地
た
る
に
依
り
て
、
安

七




